
日
本
語
版
刊
行
に
寄
せ
て
―
解
説
　

本
村
凌
二
　

1

ま
え
が
き　
11

序	

世
界
的
概
観　

27

問
題
の
設
定　

29
／
量
的
変
化
と
統
計　

29
／
地
理
的
分
布　

33
／
博
物
館
の
法
的
地
位　

34 
博
物
館
の
創
設
者　

36
／
建
設
ブ
ー
ム
の
時
代　

38
／
博
物
館
建
設
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム　

41 
博
物
館
の
分
化
・
専
門
化　

42

第

I
部	

個
人
コ
レ
ク
シ
ョン 
三
つ
の
誕
生
物
語
　

45

１	

宝
物
の
時
代

―
墳
墓
、寺
院
、宮
殿　
47

宝
物
と
聖
な
る
も
の　

47
／
宝
物
庫
の
機
能　

48
／
宝
物
庫
の
本
質
的
特
徴　

55
／
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
の
宝
物　

57 

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
王
た
ち　

60
／
ミ
ュ
ー
ズ
の
神
殿
ム
セ
イ
オ
ン　

64
／
ペ
ル
ガ
モ
ン
の
ア
ッ
タ
ロ
ス　

66 

ロ
ー
マ
の
公
共
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

68
／
私
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
公
開　

70
／
博
物
館
の
モ
デ
ル　

73

２	

中
国
と
ロ
ー
マ
―
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
二
重
の
起
源　
77

大
陸
の
東
と
西
の
帝
国　

77
／
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
誕
生　

77
／
仮
面
と
ア
ト
リ
ウ
ム　

78 

略
奪
と
戦
利
品　

79
／
蒐
集
家
の
出
現　

82
／
キ
ケ
ロ
が
見
た
ベ
レ
ス　

84
／
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
発
明　

86 

ロ
ー
マ
人
の
蒐
集
家　

89
／
プ
リ
ニ
ウ
ス
と
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス　

91
／
豪
奢
な
時
代　

97 

ロ
ー
マ
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ　

99
／
皇
室
の
宝
物
庫　

100
／
神
聖
化
と
聖
遺
物　

103

３	

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
宝
物

―
金
と
恵
み　
107

蛮
族
の
王
た
ち
の
宝
物

―
キ
リ
ス
ト
教
化
と
ロ
ー
マ
化　

110
／
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
登
場　

112 

カ
ー
ル
大
帝
と
教
会
宝
物

―
信
仰
の
輝
き　

114
／
シ
ュ
ジ
ェ
の
態
度
と
行
動　

118 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
皇
室
財
宝　

123
／
第
四
回
十
字
軍
と
そ
の
影
響　

128 

カ
メ
オ
と
イ
ン
タ
リ
オ　

130
／
一
二
〇
四
年
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
の
財
宝　

139

４	

個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
復
活　
147

シ
ャ
ル
ル
五
世
と
ベ
リ
ー
公
ジ
ャ
ン

―
宝
物
か
ら
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ　

147 

ペ
ト
ラ
ル
カ
と
人
文
主
義
者
の
蒐
集
物　

153
／
ニ
ッ
コ
ロ
・
ニ
ッ
コ
リ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

156 

蒐
集
家
の
三
王
朝

―
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
、
エ
ス
テ
、
メ
デ
ィ
チ　

162
／
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
五
世　

164
／
ロ
ー
マ
教
皇
庁　

166

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
衰
退　

170
／
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
個
人
、
栄
光　

171
／
人
文
主
義
者
の
果
た
し
た
役
割　

174
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第

部	

イ
タ
リ
ア
の
博
物
館 

一
五
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
ま
で
　

183

５	

古
代
遺
物
へ
の
反
応　
185

ロ
ー
マ

―
博
物
館
の
誕
生　

185
／
ラ
テ
ラ
ノ
宮
殿
、
バ
チ
カ
ン
、
カ
ピ
ト
リ
ウ
ム　

190 

シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四
世　

193
／
彫
像
と
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
の
中
庭　

196
／
異
教
徒
の
偶
像
と
裸
体
像　

200 
コ
モ

―
偉
人
博
物
館　

204
／
博
物
館
と
い
う
用
語
の
登
場　

206
／
「
ム
ゼ
ウ
ム
」
の
適
用
範
囲　

208 
意
味
の
変
化　

212
／
イ
ギ
リ
ス
の
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
用
語　

214
／
フ
ラ
ン
ス
の
「
ミ
ュ
ゼ
」　

214 

オ
ラ
ン
ダ
語
と
ド
イ
ツ
語
の
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」　

215
／
ロ
シ
ア
語
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
語　

217 

最
初
の
美
術
館

―
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ベ
ネ
チ
ア
、
ミ
ラ
ノ　

218
／
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館　

219 

ベ
ネ
チ
ア
の
ド
メ
ニ
コ
・
グ
リ
マ
ー
ニ
枢
機
卿　

226
／
フ
レ
デ
リ
ー
コ
・
ボ
ッ
ロ
メ
オ　

231

６	

衰
退
と
古
代
の
美
術
品
へ
の
回
帰　
241

植
物
園
、
生
き
た
植
物
博
物
館　

241
／
ア
ル
ド
ロ
バ
ン
デ
ィ
の
博
物
館　

250
／
自
然
史
博
物
館
の
誕
生　

251 

キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
博
物
館　

252
／
百
科
全
書
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

258
／
科
学
と
古
代
の
関
係　

260 

ス
キ
ピ
オ
ー
ネ
・
マ
ッ
フ
ェ
イ
の
博
物
館　

266
／
碑
名
学
博
物
館
と
エ
ト
ル
リ
ア　

268
／
カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
美
術
館　

273

７	

古
代
美
術
の
勝
利　
279

II

芸
術
の
殿
堂

―
ポ
ル
テ
ィ
チ
、
カ
ポ
デ
ィ
モ
ン
テ
、
ピ
オ
・
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
ノ　

279 

ポ
ル
テ
ィ
チ
博
物
館　

282
／
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ン
セ
博
物
館　

286
／
カ
ポ
デ
ィ
モ
ン
テ
絵
画
館　

287 

ク
レ
メ
ン
ス
一
四
世
と
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン　

288
／
ピ
ウ
ス
六
世　

294 

ウ
フ
ィ
ツ
ィ

―
啓
蒙
主
義
が
見
直
し
た
王
侯
貴
族
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

303
／
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
法
的
保
護　

304 

ペ
ッ
リ
と
ラ
ン
ツ
ィ
の
確
執　

308
／
新
し
い
展
示
基
準　

312
／
歴
史
を
語
る　

315
／
マ
ン
シ
ア
制
度
と
入
館
券　

319

第

部	

ア
ル
プ
ス
越
え
の
旅 

一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
ま
で
　

321

８	

絵
画
と
古
代
の
美
術
品　
331

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
爵
家

―
宝
物
と
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
狭
間
で　

332
／
カ
ー
ル
五
世
周
辺
の
蒐
集
家　

336 

ブ
ロ
ン
ズ
像
と
絵
画
に
囲
ま
れ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世　

340 

ス
ペ
イ
ン
の
フ
ェ
リ
ペ
二
世
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ル
ド
ル
フ
二
世

―
信
心
深
さ
と
好
奇
心　

348 

ル
ド
ル
フ
二
世　

354
／
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家

―
王
朝
に
仕
え
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

358 

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世　

359
／
三
十
年
戦
争
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
美
術
品
の
再
分
配　

362

９	

好
奇
心
の
部
屋　

ク
ン
ス
ト
カ
ン
マ
ー　
369

ク
ン
ス
ト
カ
ン
マ
ー
の
特
異
性

―
眩
惑
、
驚
愕
、
娯
楽　

370 

III
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ク
ン
ス
ト
カ
ン
マ
ー
、
そ
の
理
論
化

―
キ
ッ
チ
ェ
ベ
ル
ク　

373 

カ
ト
リ
ッ
ク
宮
廷
Ⅰ　

ア
ン
ブ
ラ
ス

―
謝
罪
と
遊
び
心
に
溢
れ
た
百
科
事
典　

378 

カ
ト
リ
ッ
ク
宮
廷
Ⅱ　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
好
奇
心
か
ら
献
身
へ

―
プ
ラ
ハ
、
好
奇
心
文
化
の
絶
頂
期　

384 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宮
廷
Ｉ

―
カ
ッ
セ
ル
と
ド
レ
ス
デ
ン
、
物
の
新
し
い
秩
序　

388 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宮
廷
Ⅱ

―
ベ
ル
リ
ン
と
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
博
物
館
へ
の
道　

396 

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン　

397
／
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

―
ロ
シ
ア
の
ク
ン
ス
ト
カ
メ
ラ　

401

10	
自
然
史

―
陳
列
室
か
ら
博
物
館
へ　
405

オ
ラ
ン
ダ

―
異
国
的
な
も
の
と
非
常
に
身
近
な
も
の　

407
／
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
植
物
園　

408 
ヤ
ン
・
ス
ワ
メ
ル
ダ
ム
の
昆
虫
標
本　

410
／
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
イ
シ
ュ
の
解
剖
学
的
標
本　

411 

ゲ
オ
ル
ク
・
エ
ヴ
ァ
ー
ハ
ル
ト
・
ル
ン
フ
ィ
ウ
ス
の
海
洋
生
物　

411 

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

―
流
行
、
農
村
経
済
、
神
学
の
狭
間
で　

414 

ア
シ
ュ
モ
レ
ア
ン
博
物
館　

416
／
科
学
と
宗
教
の
次
元　

419
／
自
然
史
博
物
館

―
啓
蒙
主
義
の
一
施
設　

422 

ビ
ュ
フ
ォ
ン
と
パ
リ
の
王
立
植
物
園　

424
／
大
英
博
物
館
と
ハ
ン
ス
・
ス
ロ
ー
ン
卿　

429
／
自
然
史
博
物
館
の
設
立　

431

11	

美
術
館
へ
向
け
て　
437

イ
ギ
リ
ス
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
と
そ
の
側
近
た
ち

―
絶
対
主
義
貴
族
の
特
権
と
し
て
の
芸
術　

437 

売
却
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

440
／
フ
ラ
ン
ス

―
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
美
術
館
へ　

442 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
的
変
化　

444
／
新
し
い
紳
士
像　

446
／
公
衆
と
公
共
性
の
概
念　

451 

ミ
ュ
ゼ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

452
／
イ
ギ
リ
ス
お
け
る
美
術
の
興
隆　

454 

ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
の
影
響

―
オ
ラ
ン
ダ
と
そ
の
ほ
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国　

457 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
侯
貴
族　

458
／
紳
士
像
と
騎
士
道
学　

459 

華
や
か
な
ザ
ク
セ
ン

―
作
品
、
建
物
、
公
衆　

461
／
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世　

469 

王
侯
貴
族
の
絵
画
・
古
代
美
術
の
カ
タ
ロ
グ　

471
／
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
開
放　

472 

美
術
館
の
絵
画
作
品 

吊
り
下
げ
の
新
原
則　

477
／
「
除
外
の
原
則
」
と
美
的
原
則　

478

訳
者
あ
と
が
き　

水
嶋
英
治　
488

図
版
出
典　

503

参
考
文
献　

544

原
注　

609

博
物
館
・
美
術
館
の
関
連
地
名
・
施
設
名
索
引　

612

人
名
索
引　

620

続
刊
の
概
要　

621
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1	

宝
物
の
時
代

―
墳
墓
、
寺
院
、
宮
殿

　
カ
イ
ロ
の
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
、
パ
リ
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
ロ

ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
を
は
じ
め
、
世
界
中
の
多
く
の
博
物
館
に
は
、
フ

ァ
ラ
オ
と
そ
の
後
継
者
の
墓
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
豊
か
な
調
度
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
仮
に
、
そ
れ
ら
の
調
度
品
が
考
古
学
博
物
館
・

美
術
館
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
よ
る
略
奪
前
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
博
物

館
、
ま
た
、
ウ
ル
、
シ
ュ
メ
ー
ル
、
バ
ビ
ロ
ン
の
王
た
ち
の
墓
か
ら
発
見

さ
れ
た
考
古
的
資
料
が
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
や
大
英
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
か
?
　
ス
キ
タ
イ
〔
ユ
ー
ラ

シ
ア
内

陸
の
騎
馬

遊
牧
民

〕
の
王
侯
の
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

存
在
し
な
け
れ
ば
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
は
ど
れ
ほ
ど
貧
し
く
な
っ

て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
や
ア
ン
デ
ス
諸
国
の
偉
大
な
博
物

館
は
、
ア
ス
テ
カ
、
マ
ヤ
、
イ
ン
カ
な
ど
有
名
な
民
族
の
墓
の
中
身
を
明

ら
か
に
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
な
し
に
は
ど
う
な
っ
て
い
た
こ
と
か
、
想

像
も
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。

宝
物
と
聖
な
る
も
の

　
こ
う
し
た
リ
ス
ト
は
も
っ
と
長
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
神
々
と
ま
で

は
い
か
な
く
と
も
、
一
般
に
神
と
人
間
の
接
点
に
位
置
す
る
最
高
権
力
者

が
死
後
の
世
界
へ
行
く
時
に
同
行
す
る
と
さ
れ
る
品
々
、
さ
ら
に
は
妻
や

召
使
い
、
馬
と
と
も
に
埋
葬
す
る
と
い
う
習
慣
は
、
普
遍
的
で
は
な
い
も

の
の
、
旧
世
界
と
新
世
界
で
非
常
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
最
高

権
力
者
を
頂
点
と
す
る
階

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

層
の
上
位
者
に
も
、
よ
り
控
え
め
な
形
で
同
じ

慣
習
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に
、
空
気
中
で
腐
敗
さ
せ
た
り
、
水
に

浸
し
た
り
、
遺
品
を
す
べ
て
火
葬
し
た
り
し
て
、
死
者
の
遺
体
を
儀
式
的

に
破
壊
す
る
習
慣
と
競
合
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ

う
し
た
習
慣
は
墓
に
埋
葬
さ
れ
る
よ
り
も
は
る
か
に
一
般
的
で
は
な
く
、

痕
跡
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と

に
し
よ
う
。

　
私
た
ち
の
美
術
館
・
考
古
学
博
物
館
は
、
古
い
墓
墳
の
継
承
者
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
博
物
館
は
古
代
の
宝
物
を
受
け
継
ぐ
者
で
も
あ
る
の
だ
。
誤

解
を
避
け
る
た
め
に
最
初
に
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
き
た
い
の
は
、
私
た
ち
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ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
は
ラ
ム
セ
ス
二
世）

2
（

の
よ
う
な
体
格
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。

宝
物
庫
は
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア）

3
（

、
古
代
中
国）

4
（

﹇
図
1
﹈﹇
図
2
﹈﹇
図
3
﹈、
規

模
は
小
さ
い
が
ス
キ
タ
イ）

5
（

や
ケ
ル
ト）

6
（

に
見
ら
れ
る
﹇
図
4
﹈﹇
図
5
﹈。

　
こ
の
よ
う
に
宝
物
は
、
現
世
と
来
世
、
人
間
界
と
神
々
の
世
界
を
結
ぶ

交
流
の
一
部
な
の
で
あ
る
。
宝
物
を
構
成
す
る
品
々
は
、
原
則
と
し
て
こ

の
枠
の
中
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
葬
祭
用
家
具
は
、
重
い
南
京
錠

の
つ
い
た
扉
、
古
墳
、
武
装
し
た
警
備
員
、
強
力
な
呪
い
な
ど
に
よ
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
保
護
さ
れ
る
。
し
か
し
、
効
果
は
な
か
っ
た
。
墓
荒
ら

し
は
、
わ
ず
か
な
力
の
弱
さ
に
つ
け
込
ん
で
、
中
身
を
奪
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

　
こ
の
最
初
の
機
能
は
、
す
ぐ
に
別
の
機
能
で
補
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

既
に
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
、
王
の
宝
物
庫
は
、
王
が
そ
の
功
労
に
報

い
る
た
め
に
土
地
や
奴
隷
と
と
も
に
使
用
人
に
分
配
す
る
物
納
庫
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た）

7
（

。
フ
ァ
ラ
オ
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
で
も
同
様
だ
っ
た）

8
（

。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
品
々
は
、
現
世
と
来
世
の
間
で
交
換
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
人
と
人
の
間
で
交
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
衣
服
の
生

地
や
色
、
髪
型
や
か
つ
ら
、
整
え
ら
れ
た
、
時
に
は
染
め
ら
れ
た
ひ
げ
、

外
見
全
般
、
宝
飾
品

―
杖
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
腕
輪
、
ト
ル
ク
〔
ゴ
ー
ル
人

が
使
用

し
、
の
ち
に
ロ
ー
マ
の
兵
士
が
つ

け
た
縄
目
の
あ
る
金
属
製
首
輪

〕、
胸
飾
り
、
指
輪
、
フ
ィ
ブ
ラ〕

2

〔
※

、
耳
飾
り
な
ど

―
は
、
着
用
者
の
占
め
る
地
位
、
王
の
身
辺
へ
の
近
さ
の
大
小
を
た
だ

ち
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
由
来
か
ら
他
の
貴
重
品

と
同
様
に
、
王
室
の
庇
護
の
下
で
時
間
を
か
け
て
蓄
積
さ
れ
、
所
有
者
と

と
も
に
黄よ

泉み

の
国
へ
、
そ
れ
以
外
は
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
く

宝
物
で
も
あ
っ
た
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
貴
重
な
物
資
と
交
換
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
装
飾
の
仕
組
み
と
、
数
世
紀
後
に
現
れ
る
通
貨

と
な
る
も
の
の
起
源
で
あ
っ
た
。

　
神
々
の
慈
悲
の
証あ

か
しで

あ
る
宝
物
は
、
そ
の
所
有
者
が
こ
の
世
で
超
人
的

な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
宝
物
の
中
に
あ
る
も
の
は
、
真
の

意
味
で
王
た
ち
を
輝
か
せ
、
そ
の
対
象
や
敵
の
目
を
ま
ど
わ
せ
、
そ
の
姿

か
ら
敬
意
を
払
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
し
地
上
の
所
有
者

が
、
た
と
え
一
部
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
元
の
神
々
に
返
す
義
務
が
あ
る
な

ら
ば
、
そ
の
間
、
彼
ら
は
物
質
的
な
財
や
、
普
通
の
人
間
よ
り
高
い
報
酬

を
与
え
て
、
下
僕
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
そ
れ
を
使
う
権
利
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
宝
物
は
権
力
行
使
の
た
め
の
主
要
な
道
具
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
は
、
宝
物
な
く
し
て
最
高
権
力
は
存
在
し
な
い
と
い
う
、
神
の

選
定
の
「
目
に
見
え
る
」
印
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
戦
争
の
目
的

の
ひ
と
つ
は
敵
の
財
宝
を
奪
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
な

が
関
心
を
持
つ
「
宝
物
」
は
、
今
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
の
宝
物
だ
け
で
あ
り
、
小
麦
置
場
、
建
築
材
料
や
実
用
的
な
原

材
料
の
倉
庫
、
武
器
や
道
具
の
貯
蔵
所
な
ど
、
あ
る
種
の
古
代
言
語
で

「
宝
物
」
と
い
う
言
葉
に
相
当
す
る
も
の
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
葬
祭
用
家
具〕

1

〔
※

は
、
完
全
に
私
た
ち
の
範
囲
内
で
あ
る
。
墓
に

納
め
る
前
に
、
数
百
個
に
も
及
ぶ
緻
密
な
細
工
が
施
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
家

具
の
一
連
の
集
合
体
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
製
作
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
将
来
の
葬
祭
用
家
具
は
、
お
そ
ら
く
当
初
は
神

殿
で
も
あ
っ
た
宮
殿
に
保
管
さ
れ
、
来
世
へ
の
旅
立
ち
の
た
め
の
品
々
と

そ
の
製
造
に
不
可
欠
な
重
要
資
材
の
保
存
に
適
し
た
空
間
が
確
保
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
金
、
銀
、
青
銅
、
真
珠
、
翡ひ

翠す
い

、
斑は

ん

岩が
ん

、
大
理

石
、
象
牙
、
貝
、
貴
石
、
水
晶
、
琥こ

珀は
く

、
外
国
産
の
木
材
、
羽
毛
、
ダ
チ

ョ
ウ
の
卵
、
角
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
皮
革
、
仕
上
げ
加
工
さ
れ
た
織
物
…
…

な
ど
。
種
目
は
場
所
や
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

入
手
や
加
工
が
困
難
な
珍
し
い
素
材
、
色
や
形
、
透
明
度
、
輝
き
な
ど
、

通
常
の
素
材
と
は
対
照
的
で
印
象
的
な
素
材
で
あ
る
。
こ
の
地
球
上
で
は

な
く
、
あ
の
世
か
ら
や
っ
て
き
た
、
そ
の
住
人
に
よ
っ
て
意
味
を
与
え
ら

れ
た
特
別
な
も
の
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
確
信
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

あ
る
。
神
聖
な
君
主
が
人
間
の
中
に
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
物
質
の
中

に
も
例
外
的
な
位
置
づ
け
が
あ
る
。
そ
れ
を
利
用
し
て
、
最
高
権
力
者
の

日
常
生
活
に
寄
り
添
い
、
死
後
も
君
主
に
従
う
に
値
す
る
も
の
を
つ
く
る

こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た）

1
（

。

　
神
格
化
さ
れ
た
人
間
で
あ
れ
、
人
間
の
姿
を
し
た
神
で
あ
れ
、
も
と
も

と
王
の
住
居
に
は
「
目
に
見
え
な
い
」
神
が
祀ま

つ

ら
れ
て
お
り
、
死
ん
だ
王

は
地
下
や
そ
の
近
辺
に
埋
葬
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
王
の

生
涯
と
死
後
、
神
の
崇
拝
の
必
要
性
を
満
た
し
な
が
ら
王
に
仕
え
た
宝
物

庫
は
、
王
を
取
り
囲
ん
で
い
た
も
の
と
は
異
な
る
場
合
、
そ
れ
は
ひ
と
つ

だ
け
存
在
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
文
明
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
王
の

住
居
と
目
に
見
え
な
い
神
の
住
居
で
あ
る
宮
殿
や
神
殿
が
分
離
さ
れ
、
王

の
墓
は
そ
の
保
護
が
保
証
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
る
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
〔
巨
大
墓

地
・
埋

葬
場

所

〕
に
移
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宝
物
も
分
割
さ
れ
た
。

そ
れ
以
降
、
宮
廷
の
宝
と
寺
院
の
宝
が
存
在
し
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
内

容
や
機
能
が
分
化
し
て
い
っ
た
。

宝
物
庫
の
機
能

　
王
宮
の
宝
物
庫
の
主
た
る
役
割
は
、
神
聖
な
君
主
の
生
活
物
質
的
な
環

境
と
、
そ
の
死
後
、
君
主
と
一
緒
に
墓
に
入
る
た
め
の
物
自
体
を
生
産
す

る
た
め
の
材
料
貯
蔵
庫
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
フ
ァ
ラ
オ
の
墓
の
中
で
唯
一
、
大
き
な
損
傷
も
な

く
、
葬
祭
用
家
具
、
ひ
い
て
は
財
宝
の
驚
異
的
な
豊
か
さ
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
が
、
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
〔
紀
元
前
一
四
世
紀
頃
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
第
一
八
王
朝
一
二
代
目
の
少
年
王
〕
の
墓
だ
っ
た
。
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〔
※
1
〕 

広
義
に
は
副
葬
品
の
こ
と
。
死
者
を
埋
葬
す
る
際
に
、
墓
内
に
副
葬
さ
れ
た
可
動
物

の
総
称
。
死
者
が
生
前
に
使
用
し
た
り
、
所
有
し
て
い
た
物
、
衣
服
、
装
身
具
、
武

具
、
容
器
、
調
度
品
の
類
で
、
送
葬
儀
礼
に
使
用
し
た
祭
器
を
含
む
場
合
も
あ
る
。

埋
葬
用
に
特
別
に
つ
く
ら
れ
た
家
具
や
死
後
の
世
界
で
使
用
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ

る
物
も
あ
る
。

〔
※
2
〕 

フ
ィ
ブ
ラ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
帝
国
な
ど
の
男
女
が
衣
服
を
留
め
る
時
に

使
っ
た
ブ
ロ
ー
チ
の
こ
と
。
フ
ィ
ビ
ュ
ー
ル
。 

ま
っ
す
ぐ
な
留
め
針
に
代
わ
っ
て
、

紀
元
前
一
四
世
紀
頃
か
ら
登
場
し
た
青
銅
な
ど
金
属
で
で
き
た
長
さ
一
〇
セ
ン
チ
程

度
の
い
わ
ゆ
る
安
全
ピ
ン
。
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［図1］劉勝陵の中央（前154-113年）、
中国河北省満城漢墓。1968年の発掘
調査時に撮影された写真［図2］中国河北省満城遺跡にある劉勝の墓地
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［図3］ハリー・バートンとハワード・カー
ターによるツタンカーメンの財宝発見
（1922年）。エジプト、王家の谷の墓の
控えの間の様子

［図4］イシドール・ヘンゲル『第1回発掘調査図版集』、ゲオルク・ラムサウアーが1846年から1863年にかけてハルシュタット（オーストリ
ア）で発掘調査を行った（musée d’Archéologie nationale et domaine national de Saint-Germain-en-Laye）



い
と
勝
利
は
な
い
の
で
あ
る
。
ア
ッ
シ
リ
ア
の
王
セ
ナ
ケ
リ
ブ
〔
前
七
〇
五

―
六
八

一
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
王
サ
ル
ゴ
ン
二
世
の
子
、

エ
ル
サ
レ
ム
を
包
囲
し
バ
ビ
ロ
ン
を
破
壊
し
た
〕
の
年
代
記
に
は
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
王
に

対
す
る
勝
利
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
私
は
バ
ビ
ロ
ン
の
宮
殿
に
入
り
、
彼
ら
の
宝
物
庫
を
開
け
た
。
私
は
宮

殿
か
ら
金
、
銀
、
金
銀
の
容
器
、
宝
石
、
そ
の
他
の
貴
重
品
、
財
産
を
戦

利
品
と
し
て
奪
っ
た）

9
（

」

　
寺
院
は
、
そ
の
信
仰
と
同
様
に
多
様
で
あ
る
。
特
に
ユ
ダ
ヤ
の
神
殿
は
、

多
神
教
の
神
殿
と
は
多
く
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、

彼
ら
の
宝
物
は
構
成
も
機
能
も
似
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
物
質
的
な
品
々
、

特
に
穀
物
や
建
築
資
材
の
ほ
か
に
、
鋳イ

ン
ゴ
ッ
ド塊や

立
体
作
品
の
形
で
金
や
銀
を

含
み
、
時
に
は
宝
石
で
飾
ら
れ
、
貴
重
な
布
や
衣
、
壺
、
祭
具
、
燭し

ょ
く

台だ
い

や

ラ
ン
プ
台
、
テ
ー
ブ
ル
、
寝
台
な
ど
の
家
具
が
あ
っ
た
。
多
神
教
徒
の
寺

院
で
は
、
青
銅
や
石
の
彫
刻
、
絵
画
、
遺
物
な
ど
が
加
え
ら
れ
た
。
宮
廷

の
宝
物
庫
と
は
異
な
り
、
寺
院
の
宝
物
庫
は
主
に
偉
人
や
王
を
含
む
信
者

の
寄
付
に
よ
っ
て
潤
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宮
廷
の
宝
物
と
は
異
な
る
形
で
、
人
の
世
と
神
の
世
と

の
交
流
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
寺
院
の
宝
物
庫
に
収
納
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
品
々
は
崇
拝
の
対
象
と
な
り
、
永
遠
に
そ
の

所
有
物
と
な
る
。
エ
ジ
プ
ト
で
も
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
も
定
期
的
に
目
録
化

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
品
材
質
や
状
態
な
ど
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る）

10
（

。

僧
侶
は
一
定
の
条
件
の
下
で
、
宝
物
庫
に
あ
る
も
の
を
寺
院
の
た
め
に
使

う
こ
と
が
で
き
た
が
、
使
用
人
へ
の
報
酬
や
葬
儀
用
の
調
度
品
に
は
使
わ

れ
な
い
。
戦
争
の
脅
威
と
、
そ
の
資
金
調
達
や
貢
ぎ
物
の
た
め
に
王
が
財

宝
を
没
収
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は
、
勝
者
が
そ
の
財
宝
を
横

取
り
す
る
こ
と
だ
け
が
独
占
さ
れ
て
い
た）

11
（

。
時
代
錯
誤
的
な
言
い
方
を
す

れ
ば
、
王
宮
の
宝
物
庫
が
王
の
私
有
財
産
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
寺
院
の

宝
物
庫
は
大
き
な
災
害
が
あ
っ
た
時
に
引
き
出
せ
る
一
種
の
公
的
な
倉
庫

で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

宝
物
庫
の
本
質
的
特
徴

　
宝
物
庫
は
空
間
的
・
時
間
的
な
広
が
り
を
持
ち
、
同
様
に
多
様
化
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
に
共
通
し
、
ま
た
特
定
の
タ
イ
プ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
構
成
可
能
な
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
、
ま
ず
本

質
的
な
特
徴
は
、
宝
物
の
来
世
へ
の
志
向
性
、
い
わ
ば
来
世
と
下
界
の
交

換
に
従
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
が
神
々
に
、
あ
る
い
は
神
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
物
品
を
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宝
物
庫
は
、
崇
拝

や
儀
式
の
た
め
に
一
時
的
に
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
形
で
来
世
に
送
る
た

め
に
永
久
に
保
管
さ
れ
、
取
り
出
さ
れ
る
蔵
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
神
教
の
影
響
で
こ
の
習
慣
が
廃す

た

れ
て
も
、
王
侯
の
宝
物
庫
に
は
武
器
や

行
進
用
の
鎧よ

ろ
い、

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
〔
壁
掛
け
用
織
物
。
羊
毛
や
絹
、
麻
な
ど
を
材

料
と
し
て
絵
模
様
を
織
り
出
し
た
つ
づ
ら
織
〕、
宝
石
、
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い
価
値
あ
る
も
の
を
供
給
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
た
の
は
、
蒐
集
家
で
は

な
く
、
公
務
員
で
あ
り
、
彼
ら
の
務
め
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
素
材
を
知

り
、
そ
れ
を
評
価
し
、
作
品
を
完
成
さ
せ
た
職
人
の
技
を
評
価
す
る
こ
と

で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
職
人
と
個
人
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。

　
紀
元
前
六
世
紀
末
の
硬
貨
の
発
明
は
、
宝
物
の
歴
史
に
新
し
い
時
代
を

開
い
た
。
そ
れ
は
や
が
て
、
そ
の
構
成
と
機
能
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
空

間
的
な
組
織
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
宝
物
庫
は
大
き
く
ふ
た
つ
に
分
か

れ
、
ひ
と
つ
は
物
を
つ
く
る
た
め
の
材
料
が
入
っ
た
も
の
、
も
う
ひ
と
つ

は
硬
貨
が
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
前
者
は
、
典
礼
ま
た
は
儀
式
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

現
世
と
来
世
の
交
流
の
一
部
で
あ
り
、
葬
列
、
戴
冠
式
、
結
婚
式
、
そ
の

他
の
大
き
な
祭
典
の
際
に
、
普
通
の
人
間
に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
後
者
は
、
経
済
的
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
金
貨
や
銀
貨
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
る
買
い
物
が
、
長
い
間
、
遠
く
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
産
物
や
土
地
、
貴

重
な
材
料
に
限
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
間
同
士
の
交
流
に
活

気
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
少
額
の
取
引
に
使
わ
れ
る
銅
銭
な
ら
ば
、
な

お
さ
ら
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
〇
年
以
上
も
の
間
、
経
済
は
典
礼
や
儀
式
、
派
手
な
目
的
の
た

め
に
従
属
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
投
資
対
象
は
主
に
物
質
的
な
財
の
生
産
で

は
な
く
、
慈
悲
が
保
証
さ
れ
た
あ
の
世
の
住
人
に
向
け
ら
れ
、
戦
争
に
も

重
要
な
程
度
に
向
け
ら
れ
た
。
経
済
的
な
機
能
が
解
放
さ
れ
始
め
た
の
は

紀
元
一
六
世
紀
以
降
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
約
二
世
紀
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
種
と
し
て
の
宝
物
は
消
滅
し
た
。「
宝
物
」
と
い
う
用
語
の
意
味
も

変
化
し
た
。
予
備
的
な
支
払
い
手
段
や
、
死
後
の
世
界
と
関
係
が
あ
る
か

ら
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
多
額
の
金
銭
と
交
換
す
る
た
め
に
価
値
が
あ
る
、

物
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
指
す
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
の
宝
物

　
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
の
調
査
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
、
ト

ロ
ー
ア
ス
（
ト
ロ
イ
ア
）
や
ミ
ケ
ー
ネ
の
財
宝
は
、
当
時
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
や
エ
ジ
プ
ト
の
財
宝
と
類
似
し
て
い
た）

12
（

。
し
か
し
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
四

〇
〇
年
代
）
と
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
（
一
〇
〇
年
代
）〔
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
旅
行
家
。
近
東
地
方

を
旅
行
し
『
ギ
リ
シ
ャ
記
一
〇
巻
』
を

著
し

た

〕
の
間
の
時
代
に
お
い
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
財
宝
は
、
都
市
国
家
と

神
聖
君
主
制
の
よ
う
に
、
近
東
の
財
宝
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は

―
そ
の
内
容
、
蓄
積
の
仕
方
、
保
管
場
所
、
果
た
す
べ
き
機
能
、

分
類
や
展
示
方
法
な
ど

―
そ
れ
ら
が
形
成
さ
れ
て
い
る
社
会
の
政
治

金
や
銀
の
食
器
な
ど
、
君
主
と
神
へ
の
感
謝
を
表
す
厳
粛
で
特
別
な
状
況

で
使
用
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で

は
、
教
会
宝
物
の
よ
う
に
、
聖
遺
物
箱〕

1

〔
※

の
中
の
聖
遺
物
、
典
礼
用
具
と
聖

像
を
保
管
す
る
。
聖
像
と
は
す
な
わ
ち
、
花
瓶
、
祭
壇
飾
り
、

聖モ
ン
ス
ト
ラ
ン
ス

体
顕
示
台
、
聖
体
箱
な
ど
、
聖
な
る
図
像
を
も
含
む
。
こ
の
よ
う
に
、

宝
物
は
そ
の
歴
史
の
中
で
、
神
聖
な
も
の
と
の
結
び
つ
き
を
明
ら
か
に
し

て
き
た
の
で
あ
る
。

　
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
宝
物
の
内
容
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
宝
物
が
主
に
そ
の
材
料
に
起
因
す
る
稀
少
性
を
持
つ
も
の
で
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
。
金
、
銀
、
青
銅
、
宝
石
、
水
晶
、
硬
石
（
班
岩
、
翡
翠
）

や
光
石
（
大
理
石
、
雪ア

ラ
バ
ス
タ
ー

花
石
膏
）、
驚
く
よ
う
な
形
を
し
た
貝
、
目
を
引
く

羽
毛
、
加
工
が
難
し
い
木
材
な
ど
で
あ
る
。
色
、
薫く

ん

香こ
う

、
珍
し
い
角
、
象

牙
、
特
別
に
上
質
な
布
、
特
に
濃
い
色
（
紫
、
藍
）
で
染
め
ら
れ
た
布
な

ど

―
こ
れ
ら
す
べ
て
が
宝
物
庫
の
中
に
あ
っ
た
。
出
来
栄
え
は
受
け
取

る
側
の
品
格
に
見
合
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
素
材
と
比

べ
る
と
出
来
栄
え
は
長
い
間
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
宝
物
と
は
、
一
般

的
に
死
後
の
世
界
と
の
関
連
が
明
ら
か
な
、
特
別
な
性
質
を
持
つ
素
材
で

つ
く
ら
れ
た
物
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
指
す
。
例
外
は
ギ
リ
シ
ャ
の
英
雄

の
聖
遺
物
と
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
聖
人
の
聖
遺
物
だ
け
で
あ
る
。
後
者
は
、

平
凡
な
外
見
に
隠
さ
れ
た
優
美
さ
を
備
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
目
に
見

え
る
よ
う
な
華
麗
な
聖
遺
物
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
神
教
徒
が
こ
れ
ら
の
慣
習
を
放
棄
し
た
あ
と
は
、
行
列
や
野

外
で
の
儀
式
で
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
。
松
明
や
ろ
う
そ
く
の
煙
に
さ
ら
さ

れ
、
信
者
が
触
れ
た
り
口
づ
け
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
壊

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
的
祭カ

ル
ト祀

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
わ

れ
る
も
の
は
修
理
さ
れ
、
破
壊
さ
れ
て
も
、
そ
の
時
代
の
流
行
に
合
っ
た

も
の
に
取
り
換
え
ら
れ
る
。
貴
金
属
製
で
あ
れ
ば
、
宝
物
の
一
部
で
あ
る

物
体
は
、
実
用
的
な
活
動
の
回
路
か
ら
決
定
的
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
溶
か
し
て
別
の
物
の
原
料
に
し
た
り
、
貨
幣
を
鋳
造
し
た
り
す
る
と

元
の
回
路
に
戻
っ
て
く
る
。
典
礼
、
式
典
、
儀
式
用
で
あ
っ
て
も
、
常
に

使
い
続
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
傷
つ
い
た
り
、
変
色
し
た
り
、
壊
れ
た

り
し
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
よ
り
用
途
に
適
し
た
別

の
物
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
宝
物
は
物
体
の
一
部
で
あ
り
、

本
来
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
手
段
な
の
だ
。

　
宝
物
の
内
容
、
蒐
集
場
所
、
果
た
す
べ
き
役
割
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
具

体
的
な
特
徴
に
加
え
、「
蒐
集
家
の
い
な
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
類

た
ぐ
い

ま
れ
な
特
徴
が
あ
る
。
宝
物
の
持
ち
主
は
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
物
に

興
味
を
持
つ
か
も
知
れ
な
い
し
、
一
部
の
物
の
外
観
に
喜
び
を
感
じ
る
か

も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
極
め
て
稀
で
あ

る
。
古
代
や
中
世
の
宝
物
庫
の
多
く
は

―
王
政
、
都
市
、
聖
域
、
修
道

院
、
司
教
や
高
位
聖
職
者
の
宮
廷
な
ど

―
あ
る
組
織
が
日
常
的
に
、
あ

る
い
は
例
外
的
に
、
宝
物
庫
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
た
め
に
形
成
さ
れ
、

充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
宝
物
庫
を
管
理
し
、
監
督
し
、
新
し
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聖
遺
物
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
認
め
ら
れ
た
聖
者
の
遺
骸
の
一
部
ま
た
そ
の
着
衣
や

持
ち
物
に
対
す
る
尊
称
。
聖
遺
物
は
聖
遺
物
箱
（
容
器
）
に
収
納
さ
れ
る
。
聖
遺
物

箱
は
室
内
に
安
置
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
に
携
帯
可
能
な
聖
遺
物
容
器
も
存
在
す
る
。



の
暴
君
ラ
チ
ャ
レ
は
「
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
か
ら
黄
金
の
盾
を
盗
み
、
ア
テ
ナ

像
の
装
飾
を
引
き
剝
が
し
た）

18
（

」
と
い
う
。
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
は
、
神
話
の
時

代
か
ら
、
ネ
ロ
、
ク
セ
ル
ク
セ
ス
〔
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝

ペ
ル
シ
ャ
王

〕、
ポ
ー
カ
イ
ア
人
〔
小
ア

ジ
ア

の
古
代

都
市

〕、
ガ
リ
ア
人
を
経
て
、
デ
ル
フ
ィ
の
財
宝
を
略
奪
し
よ
う
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
い
、
一
部
は
成
功
し
た）

19
（

。
ほ
か
の
神
殿
も
、
ギ
リ

シ
ャ
同
士
の
戦
争
に
よ
り
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
ロ
ー
マ
帝

国
が
ギ
リ
シ
ャ
や
東
洋
を
征
服
し
た
こ
と
で
、
神
殿
は
被
害
を
受
け
、
そ

の
一
部
は
修
復
さ
れ
な
か
っ
た）

20
（

。
平
時
に
は
、
そ
の
富
に
よ
っ
て
寺
院
は

有
利
子
貸
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
銀
行
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た）

21
（

。

歴
史
学
者
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
バ
ラ
ッ
ト
は
、「
神
殿
の
宝
物
は
、
宗
教
的
動

機
と
政
治
的
動
機
、
本
当
の
信
仰
と
不
敬
な
考
察
が
密
接
に
混
ざ
り
合
っ

て
い
る
」
と
、
宝
物
の
持
つ
根
本
的
か
つ
逆
説
的
な
両
義
性
を
定
義
し
て

い
る）

22
（

。

　
し
か
し
、
日
常
的
に
は
、
人
々
は
祈
り
、
犠
牲
を
捧
げ
、
神
託
を
問
い
、

そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
の
好
意
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
、
自
ら
供
物
を

捧
げ
に
神
殿
を
訪
れ
た
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
〔
帝
政
期
ロ
ー
マ
の

政
治
家
・
歴
史
家
〕
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。
若
き
日
の
テ
ィ
ト
ゥ
ス〕

2

〔
※

は
シ
リ
ア
に
向
か
う
途
中
で
「
地

元
の
人
々
や
外
国
人
の
間
で
有
名
だ
っ
た
パ
フ
ォ
ス〕

3

〔
※

の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
神
殿

を
訪
ね
た
く
な
っ
た
」。
こ
の
よ
う
に
タ
キ
ト
ゥ
ス
は
こ
の
神
殿
に
関
す

る
伝
承
に
触
れ
、
女
神
の
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
テ
ィ
ト
ゥ
ス
は
、
王
た
ち
の
富
と
供
物
、
そ
し
て
古
代
を
非
常
に
好
む

ギ
リ
シ
ャ
人
が
不
確
か
な
ほ
ど
遠
い
時
代
の
も
の
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
熟
考
し
た
あ
と
、
ま
ず
自
分
の
航
海
に
つ
い
て
神
託
を
問
う
た
」

　
そ
し
て
次
の
よ
う
に
続
け
た
。「
多
く
の
い
け
に
え
を
捧
げ
た
あ
と
、

自
分
の
将
来
に
つ
い
て
問
い
か
け
た
」
と）

23
（

。

　
テ
ィ
ト
ゥ
ス
は
確
か
に
一
般
の
人
で
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
旅
人

と
し
て
ま
た
同
時
に
信
者
と
し
て
の
彼
の
行
動
は
、
長
い
期
間
で
は
な
い

に
せ
よ
、
彼
の
時
代
に
神
殿
を
訪
れ
た
何
千
人
も
の
訪
問
者
の
代
表
的
な

行
動
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
寺
院
は
、
信
仰
を
捧
げ
る
た
め
だ
け
の
場
所
で
は
な
か
っ
た
。
訪
問
者

が
有
名
芸
術
家
の
彫
像
作
品
や
絵
画
を
鑑
賞
し
、
長
い
時
間
を
か
け
て
蓄

積
さ
れ
た
数
々
の
品
々
に
驚
き
、
最
も
印
象
的
な
表
現
形
式
や
、
神
話
、

歴
史
に
登
場
す
る
人
物
や
出
来
事
を
連
想
さ
せ
る
も
の
の
前
で
足
を
止
め
、

訪
れ
た
人
々
に
適
応
し
て
い
た
場
所
で
も
あ
っ
た
。

　
野
外
空
間
は
彫
刻
の
庭
と
な
り
、
内
部
に
は
祭
壇
や
奉
納
物
の
柵
、
食

卓
が
置
か
れ
、
供
物
が
床
に
積
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
食
卓
の
ひ
と
つ
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
硬
貨
メ
ダ
イ
ユ
古
代
美
術
品
部
門）

24
（

に
所
蔵
さ
れ

的
・
法
的
体
制
や
、
一
般
的
な
信
条
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
そ
れ
ら
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
ど
の
街
に
も
宝
物
庫
が
あ
っ
た
。
中
に
は
宝
物
庫
を

複
数
持
っ
て
い
る
人
も
い
た
。
紀
元
前
七
世
紀
末
に
コ
リ
ン
ト
人
が
デ
ル

フ
ィ
の
汎は

ん

神し
ん

殿で
ん

に
〕
1

〔
※

宝
物
庫
を
建
設
し
た
あ
と
、
ア
テ
ネ
人
の
宝
物
庫
な
ど
、

新
た
に
追
加
さ
れ
た
。
全
部
で
二
〇
数
種
類
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ア
の
汎
神

殿
に
も
、
都
市
の
宝
物
庫
が
つ
く
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
は
公
開

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
普
段
は
と
て
も
き
れ
い
な
外
観
を
眺
め
る

だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
遠
く
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
大
理
石
で
つ
く

ら
れ
た
デ
ル
フ
ィ
の
宝
物
は
、
そ
れ
ら
が
属
す
る
都
市
の
壮
大
さ
を
示
す

た
め
に
、
豊
か
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
定
期
的
に
作
成
さ
れ
、
石
に
刻
ま
れ
た
目
録
に
よ
っ
て
、
宝

物
の
中
身
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
収
蔵
さ
れ
て
い
た
優
れ

た
品
々
や
寄
贈
者
の
名
前
も
わ
か
っ
て
い
る
。
デ
ル
フ
ィ
や
オ
リ
ン
ピ
ア

な
ど
の
汎
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
な
神
殿
の
宝
物
は
、
そ
の
建
築
を
通
し
て
都
市

間
の
競
争
に
参
加
し
、
そ
こ
に
集
積
さ
れ
た
品
々
は
各
都
市
の
エ
リ
ー
ト

た
ち
の
敬け

い

虔け
ん

さ
と
寛
大
さ
、
不
可
分
の
愛
国
心
と
宗
教
心
の
対
立
を
物
語

っ
て
い
た）

13
（

。
税
金
や
十
分
の
一
税
〔
大
き
な
収
入
を
得
た
時
、
教
会
や
領
主
に
納
め
た

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
習
慣
。「
十
分
の
一
奉
納
」
と
も
〕、

貢
物
や
戦
利
品
に
よ
っ
て
賄ま

か
なわ

れ
る
神
殿
の
宝
物
に
は

―
信
心
と
謝
意

の
表
れ
で
あ
る）

14
（

―
無
数
の
供く

物も
つ

が
集
め
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
時
代
と
と

も
に
変
化
し
、
寄
贈
者
の
富
と
寛
大
さ
に
よ
っ
て
価
値
が
決
ま
る
の
だ
っ

た
。
最
も
多
か
っ
た
個
人
の
ほ
か
、
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
、
外
国
の
王
、
そ

の
他
の
華
や
か
で
印
象
的
な
人
物
も
い
た
。
彼
ら
の
贈
物
は
、
神
殿
が
時

代
と
と
も
に
影
響
力
を
持
ち
、
権
力
者
や
金
持
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
人
や
異
国

人
、
さ
ら
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
出
て
く
る
ヒ
ュ
ベ
ル
ボ
レ
イ
オ
ス
人

〔
北
の
果
て
に
住
み
、
太
陽
神
ア
ポ
ロ

ー
ン
を
崇
拝
し
た
と
さ
れ
る
民
族

〕
の
供
物
を
集
め
る
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る）

15
（

。
一
度
奉
納
さ
れ
た
供
物
は
永
遠
に
神
々
の
所
有
物
と
な
り
、
厳

格
な
手
続
き
を
経
な
け
れ
ば
神
殿
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
貴

金
属
は
丁
寧
に
集
め
ら
れ
、
溶
か
さ
れ
て
金
塊
に
さ
れ
た）

16
（

。

　
大
理
石
や
ブ
ロ
ン
ズ
像
、
さ
ら
に
は
象
牙
や
金
、
三
脚
台
座
〔
巫
女
が
座

っ
て
神
託

を
告
げ
た
三
脚
床

几
（
し
ょ
う
ぎ
）
〕、
釜
、
壺
、
武
器
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
、
布
、
陶
磁
器
…
…
。

そ
し
て
、
時
を
経
て
、
作
品
や
金
塊
、
硬
貨
と
い
う
形
で
大
量
の
貴
金
属

が
寺
院
に
蓄
積
さ
れ
た
。
汎
神
殿
を
除
け
ば
、
神
殿
の
宝
物
は
都
市
の
宝

物
と
し
て
、
民
衆
が
困
窮
し
た
時
に
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
（
紀
元
前
四
三
一
―
四
〇
四
年
）
の
際
、
ペ
リ

ク
レ
ス
〔
ア
テ
ネ
の
政
治
家
。
民

主
政
を
完
成
さ
せ
る

〕
は
、
都
市
の
宝
を
守
る
必
要
性
を
人
々
に
再

認
識
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
保
管

さ
れ
て
い
た
六
〇
〇
〇
タ
レ
ン
ト
の
銀
、「
個
人
や
国
家
が
行
っ
た
供
物

か
ら
得
ら
れ
た
貨
幣
に
な
ら
な
い
金
と
銀
、
行
列
や
競
技
に
使
わ
れ
た
神

聖
な
品
々
、
メ
デ
ィ
ア
王
国
〔
古
代
西
ア
ジ

ア
の
王
国

〕
か
ら
の
戦
利
品
、
そ
の
他
同

種
の
資
源
」、
ほ
か
の
神
殿
の
預
金
、
さ
ら
に
は
黄
金
の
ア
テ
ナ
像
も
あ

っ
た
。「
も
し
も
こ
の
金
を
公
共
の
た
め
に
使
う
と
し
た
ら
、
あ
と
で
必

ず
全
部
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
彼
は
つ
け
加
え
た）

17
（

。

　
神
殿
の
財
産
は
羨
望
の
的ま

と

と
な
り
、
し
ば
し
ば
略
奪
さ
れ
た
。
ア
テ
ネ
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〔
※
1
〕 

ロ
ー
マ
の
パ
ラ
テ
ィ
ヌ
ス
の
丘
近
く
に
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
に
よ
っ
て
一
一

八
年
頃
着
工
、
一
二
五
―
一
二
八
年
頃
完
成
し
た
神
殿
。
万
神
殿
（
ば
ん
し
ん
で

ん
）
と
も
い
う
。
パ
ン
テ
オ
ン
の
意
。

〔
※
2
〕 

テ
ィ
ト
ゥ
ス
は
在
位
七
九
―
八
一
年
の
ロ
ー
マ
皇
帝
。
七
九
年
の
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火

山
の
噴
火
な
ど
の
災
害
に
際
し
、
罹
災
者
救
済
に
努
め
人
類
の
寵
児
と
称
え
ら
れ

た
。

〔
※
3
〕 

パ
フ
ォ
ス
は
キ
プ
ロ
ス
島
南
西
部
の
地
中
海
に
臨
む
古
代
都
市
。
神
話
で
は
美
と
愛

の
女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
（
ロ
ー
マ
神
話
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
が
海
の
泡
か
ら
生
ま
れ
た

地
。



て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
聖
杯
」
に
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
﹇
図
6
﹈﹇
図
7
﹈
…
…
。
ま
た
、
寺
院
の
中
に
は
、
本
来
別
の
目
的
の

た
め
に
建
て
ら
れ
た
建
物
を
、
奉
納
さ
れ
た
絵
画
の
所
蔵
の
た
め
に
確
保

し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
「
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
」〔
絵
画

館

〕
と

呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
ボ
ン〕

1

〔
※

に
よ
れ
ば
、
サ
モ
ス
島
の
「
ヘ
ラ
イ
オ

ン
」〔
ヘ
ラ

神
殿
〕
が
そ
れ
で
あ
り
、
同
様
に
、
ア
テ
ネ
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
入
口

に
あ
る
部
屋
は
絵
画
の
保
管
場
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た）

25
（

。

　
ギ
リ
シ
ャ
の
神
殿
で
は
、
硬
貨
や
鋳
塊
の
貴
金
属
を
除
い
て
、
見
学
者

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
オ
ピ
ス
ト
ド
ム
ス

〔
古
代
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
の

後
部
に
あ
っ
た
宝
物
庫
〕
と
い
う
堅
牢
な
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
か
っ
た）

26
（

。
神
殿
の
機
能
の
ひ
と
つ
は
、
彫
像
や
絵
画
の
よ
う
に
、

「
目
に
見
え
な
い
」
神
の
姿
を
心
に
と
ど
め
、
遺
物
の
よ
う
に
「
不
確
か

で
あ
る
ほ
ど
遠
い
」
時
代
の
英
雄
や
功
績
の
物
語
を
見
た
者
の
記
憶
と
結

び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
展
示
す
る
こ
と
だ
っ
た）

27
（

。
こ
の
点
、
ギ

リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
神
殿
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
私
た
ち
の
博
物
館
と
似
て
い
る
。
し
か
し
、
神
殿
は
博
物
館
で

は
な
い
。
両
者
は
同
じ
よ
う
に
銀
行
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
こ
と
は
、
両

者
の
原
則
の
違
い
を
示
す
の
に
十
分
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

ま
た
の
ち
ほ
ど
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
汎
神
殿
の
宝
物
と
い
う
特
殊
な
例
に
関
連
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
各
都
市

間
、
あ
る
い
は
各
都
市
内
の
市
民
間
の
信
心
と
富
の
過
多
に
つ
い
て
は
既

に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
競
争
は
ギ
リ
シ
ャ
の
公
共
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
を
特
徴
づ
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
都
市
や
個
人
が
他
者
に
対

す
る
優
位
性
を
顕
著
に
主
張
し
、
そ
れ
を
全
世
界
に
知
ら
し
め
た
い
と
い

う
強
い
欲
求
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る）

28
（

。
こ
の
栄
光
の
追
求
は
、

政
治
や
戦
争
だ
け
で
な
く
、
芸
術
や
知
的
な
生
活
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

似
た
一
種
の
闘
争
的
ゲ
ー
ム
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
余
談
に
な
る
が
、
騎

士
道
精
神
を
刺
激
し
た
あ
と
、
一
四
世
紀
以
降
、
古
代
の
伝
統
と
同
化
し

た
芸
術
家
や
王
侯
の
主
要
な
動
機
は
再
び
栄
光
を
追
求
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
と
り
わ
け
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
博
物
館
の
設
立
競
争
へ
と
駆
り
立
て

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
、
何
度
か
述
べ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
王
た
ち

　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
以
降
、
都
市
国
家
の
独
立
が
終
焉
し
、
そ
れ
に
伴

っ
て
都
市
国
家
は
君
主
制
に
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ギ
リ
シ
ャ
人

の
社
会
生
活
様
式
に
内
在
す
る
対
抗
意
識
が
よ
り
高
い
次
元
に
引
き
上
げ

6161 60 601  宝物の時代―墳墓、寺院、宮殿 第Ⅰ部  個人コレクション  三つの誕生物語

［図6］［図7］プトレマイオスの聖杯。ディオニュソスの儀式の準備風景が描かれている。前1世紀。ローマに渡ったヘレニズム時代の王の
宝物から、9世紀にシャルル１世がサン・ドニ修道院に寄贈。典礼に使用され、1791年にメダイユ陳列室に移されたあと盗まれた。その
後、カロリング時代の台座がない状態で発見された。このサードニクス製の壺は、「宝物」から「博物館」まで西洋のコレクション史を物
語っている（Bibliothèque nationale de France, Département des monnaies, médailles et antiques, Paris）

〔
※
1
〕 

ス
ト
ラ
ボ
ン
（
紀
元
前
六
三
―
二
三
）
は
小
ア
ジ
ア
の
ポ
ン
ト
ス
出
身
の
古
代
ロ
ー

マ
時
代
の
ギ
リ
シ
ャ
人
地
理
学
者
・
歴
史
家
。
言
語
・
教
育
の
面
で
は
ギ
リ
シ
ャ
人

で
あ
る
が
、
紀
元
前
四
四
年
頃
ロ
ー
マ
に
勉
学
に
行
き
、
ペ
リ
パ
ト
ス
学
派
か
ら
ス

ト
ア
学
派
に
転
じ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
各
地
を
旅
行
し
た
。
彼
が
書
い

た
四
七
巻
の
歴
史
書
は
散
逸
し
た
が
、
一
七
巻
の
『
地
理
書
』
は
ほ
ぼ
伝
わ
っ
て
い

る
。


